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新規採用教員の講話が開放制教職課程で学ぶ学生の 

教職理解に与える影響 

－教員 1年目の等身大の語りを活用した授業実践－ 
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Effects of a First-Year Teacher’s Guest Lecture on Teacher Education Students’ 

Understanding of the Teaching Profession: 

A Classroom-Based Practice Using an Authentic Narrative 

Shinji Nakamura・Yasuyuki Kaneko・Hayase Horie  

 

要旨 

 本研究は，静岡大学における開放制教職課程で学ぶ学生が，新任教員による講話を聴講することで，教職に対す

る理解や教員という職業に対してどのような意識を持つのかを明らかにすることを目的とした。教員志望者の減

少が続くなか，新任教員による等身大の教員像に触れることで，学生の教職の実態理解を促すためであった。 

対象は，教職課程を履修し始めたばかりの 1 年生と具体的な進路選択が求められる 3 年生であった。講話後に

自由記述式アンケートを実施し，そのテキストデータをテキストマイニングによって分析することで学生の教職

理解を検討した。その結果，1 年生と 3 年生ともに，教員の役割の広さや教員に求められる姿勢を理解していた。

1 年生には，教員の仕事は大変そうだが楽しそうでもあるといった両義的な捉え方や，教員になることに対して不

安になったという意識が見られた。一方，3 年生には，高校によって生徒の様子が多様であるという再認識や，自

分自身の被教育経験を相対化し，教員として必要な構えを考えようとする姿勢が見られた。以上より，学年によっ

て新任教員による講話の理解の仕方に異なる点があるが，両者ともに教職の実態を理解しながら自身の進路に向

き合う契機となったことが示された。 

 

キーワード：開放制教職課程 卒業生の講話による教職の実態理解 教職キャリア意識の形成 

 

1.問題と目的 

全国的に教員のなり手不足が顕在化している（文部

科学省，2022）。教員採用選考では受験者数の減少と

受験倍率の低下が続いている。令和 7 年度（令和 6 年

度実施）の公立学校教員採用選考試験では，小・中・

高のいずれも採用倍率が昭和 54 年度以降で過去最低

となった（文部科学省，2025）。 

文部科学省（2023）は対策として，従来７月に行わ

れていた試験時期を前倒しして実施することや，筆記

試験の一部を大学３年次に受験できるようにする等を，

各都道府県の教育委員会に求めている。さらに教員の

処遇改善や働き方改革の推進を各教育委員会に促して

いる（文部科学省，2024a）。しかし直近の統計では，

受験者数と倍率の回復は限定的である（文部科学省，

2025）。 

近年は報道等を通して「教職はブラックである」と

いう社会的なイメージが浸透し，教員の勤務実態への

不安が学生の教職志望に影響している可能性が考えら

れる。文部科学省の委託調査では，学生が教員免許取

得に至らなかった理由として，「学校関係者から得た

情報で職場環境や勤務実態に不安を持ったから」

（26.3%），「報道で得た情報で職場環境や勤務実態に

不安を持ったから」（20.2%），「SNS で得た情報で職

場環境や勤務実態に不安を持ったから」（17.3%）が挙

げられている（株式会社浜銀総合研究所，2022）。 

静岡大学教職センターでは（以下，教職センターと

表記する），教職を目指す学生を増やすための取り組

みとして，これまで静岡県教育委員会の採用担当者に

よるガイダンスを年に 2 回開催してきた。このガイダ

ンスでは，教職のやりがいや働き方改革の取り組み，

静岡県として求める教員像等を学生に紹介し，学生が

学校現場の実態を理解し，教職に関心を持てるような

場として設定してきた。 

今回，教職をめざす学生を増やす新たな手立てとし

て，静岡大学を卒業し高等学校の教職に就いた 1 年目

の現職教員の講話を教職センターで実施することにし

た。若手教員による具体的な語りは，教育委員会によ

るガイダンスとは異なる視点から教員の仕事の実態を

学生が理解することができる。教育実習事前指導の教

育効果を検討した先行研究では，事例や対処方法を通

実践報告 
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して具体的なイメージを持って学ぶことや，学校ボラ

ンティアに参加して経験を積むことが，教育実習の不

安を低減したり（枝元・山本，2018），教師効力感を

高めたりする（五十嵐・宮内・山田，2018）。このよ

うな学校現場を具体的に学ぶ有効性が指摘されている。

新任教員の実体験に基づく講話は，学生に具体的な教

職のイメージを形成することを促すことができると考

えられるため，教職課程を履修している学生にとって，

有益な時間になると推察される。 

また報道や SNS から得られる情報ではなく，卒業生

の経験に基づく講話を聞くことで，学生の教職理解や

進路意識の形成に資すると考えられる。 

 本研究の目的は，新任教員の講話を聴講した学生の

自由記述を分析し，教職理解および職業意識を明らか

にすることである。 

対象は，開放制教職課程の 1年生および 3 年生とし

た。講話後に自由記述式アンケートを実施した。得ら

れたテキストデータをテキストマイニングによって分

類し，講話が学生の教職理解や進路意識に与える影響

を検討する。          （文責：中村真二） 

 

2.方法 

調査協力者 対象は，静岡大学の開放制教職課程の

履修者とした。1 年生は理学部 56 名，3 年生は人文社

会科学部 17 名，理学部 41 名，農学部 10 名，地域創造

学環 1 名の計 69 名であった。 

講話後の自由記述アンケートには，1 年生 19 名（回

収率 33.9%），3 年生 10 名（回収率 14.5%）が回答し

た。回答のあった 1 年生 19 名のうち，分析からの除外

を希望した学生は 1 名いたため，1 年生の有効回答は

18 名（有効回収率 32.1%）であった。 

1 年生と 3 年生を対象とした理由は 2 つであった。

1 つ目は，教職課程の履修を始めたばかりの 1 年生に

とって，卒業生の講話がどのような影響を与えるのか

を検討するためであった。2 つ目は，進路選択が求め

られ，さらに教育実習を間近に控えた 3 年生にとって，

卒業生の講話がどのような影響を持つのかを検討する

ためであった。 

手続き 第 1 著者が担当する教職入門と第 2 著者が

担当する生徒指導・進路指導の講義内で，2025 年 4 月

から静岡県内の公立高校の教員として勤務している本

学の卒業生（教職 1 年目）による講話を実施した。講

話実施日は 2025年 11 月 13 日であった。講話後に，自

由記述式のアンケートフォームを履修者全員に送付し

た。2025 年 11 月 13 日から 2025 年 12 月 2 日までに回

答を回収した。 

倫理的配慮 講話の前に，履修者へ A4 一枚の説明

文書（研究目的，方法，結果公表，データの扱い，任

意参加，第 2 著者の連絡先）を配布し，同文書に記載

した QR コードから回答フォームへアクセスできるよ

うにした。 

履修者に対して大きく以下の 2 点を説明した。1 つ

目は，本学卒業生である教員の講話を聴講することで，

教職を履修する学生が教職についてどのような意見や

感想を持つのかを分析し，実践論文として公表するこ

とであった。背景として全国的に教員採用選考の受験

者減少と，教員の成り手不足が社会課題となっている

点を明示した。 

 2 つ目は，回答は任意であることと，回答の有無や

内容は成績評価に一切影響しないことを説明した。回

答は匿名で収集し，個人を特定する情報は収集しない

と伝えた。フォーム内には「回答の研究利用を希望し

ない」旨を示すチェックボックスを設け，協力者が分

析対象となることを望まない場合に意思表示できるよ

うにした。 

分析方法 「静岡県内の高校に勤めている先輩の話

を聞いて，あなたは教員の役割や教員の仕事について

どのような感想や考えを持ちましたか？自由に回答し

てください。」という教示のもと，自由記述の回答を

求めた。自由記述データを計量的に分析するために，

計量テキスト分析のフリーソフトウェア KH Coder

（Version:3.Beta.07b）を用いた。 

（文責：金子泰之） 

 

講話の内容 講話内容は，第 3 著者が 1 年目に経験

した学校での庶務，学習指導，生徒指導・生徒支援の

スキル，および生徒指導の実態を中心とするものであ

った。 

講話の前半では，担当教科，校務分掌，担任してい

るクラス，部活動，1 日のスケジュール等，教員とし

ての一般的な職務を紹介した。 

講話後半では，生徒指導提要の変遷，生徒指導の重

層的構造，社会性・情動スキル（Social and Emotional 

Skills (SEL)）等について，1 年目の勤務で学んでき

た知識を具体的事例とともに説明した。 

受講者は教育学部ではなく，理学部，農学部，人文

社会科学部，地域創造学環の教職課程を履修する学生

であった。学生によって教職志望度や関心の幅が大き

いと想定された。 

そのため，生徒指導の実態をどの程度の具体性で扱

ったら良いのか，その判断に悩んだ。しかし，教職を

目指す学生が増えてほしいという願いと同時に，高い

専門性を備え，教職への意欲・関心が強い学生に教員

となってほしいという観点から，教科指導や生徒指導

の事例を交えてイメージしやすいように説明した。 

教員が伴走者として，生徒と共に成し遂げた成長や

成功の喜びは，大きいものである。本講話では，この

教職の魅力を伝えることに重点を置いて講話内容を構

成した。           （文責：堀江隼世） 
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表 1 講話後の頻出語と記述例（1年生） 
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3.結果 

まず頻出した語と記述例を示した。1 年生の結果を

表 1 に，3 年生の結果を表 2に示した。 

次に，頻出語間の共起関係を分析した。Jaccard 係

数 0.25 以上を基準として共起ネットワークを作成し，

最小スパニングツリーを描画した。1 年生の結果を図

1 に，3 年生の結果を図 2 に示した。 

図 1 と図 2 に記載されている円は，頻出度が高い語

ほど円が大きく表示されている。語と語をつなぐ線上

に表示された数値は，数値が高いほど語と語の間に共

起関係があることを意味し，実線で結ばれている語同

士は同じグループに含まれる。 

1 年生の結果からは，6 つのサブグラフが得られた

（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 つ目のサブグラフは，「先輩」「聞く」「話」「仕

事」「知る」といった語から構成されていた。「先輩

からリアルな教職の話を聞くことができた」 

「生徒の成長を支える仕事」といった【身近な先輩の

話を通した教職理解】であった。 

2 つ目のサブグラフは，「教員」「生徒」「思う」「感

じる」などの語から構成されていた。「教員の魅力」

「進路指導の一環として就活もサポートする」といっ

た【教員の役割理解】であった。 

 3 つ目のサブグラフは，「教職」「将来」「指導」「聞

ける」「不安」などの語から構成されていた。「教職

のやりがい」「自分の将来に向き合った」「教職や将

来への不安が減少した，一方で不安を感じた」といっ

た【自身の進路選択の熟考】であった。 

表 2 講話後の頻出語と記述例（3年生） 
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 図 2 講話を聞いたことに対する共起ネットワーク（3年生） 

図 1 講話を聞いたことに対する共起ネットワーク（1年生） 
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 4 つ目のサブグラフは，「進学」「サポート」「話す」

「イメージ」「得る」などの語から構成されていた。

「進学だけでなくキャリアサポート」「現役教員の話

を聞いて前向きなイメージを得た」といった【生徒の

キャリア伴走者としての教員理解】であった。 

5 つ目のサブグラフは，「経験」「学ぶ」「忙しい」

「大学生」「異なる」などの語から構成されていた。

「大学生として経験し学んだことを生徒に伝えたい」

「教員は忙しいが異なる環境の中で学んでいる」とい

った【経験を実践に活かし学び続ける教員理解】であ

った。 

6 つ目のサブグラフは，「自分」「楽しい」「大変」

「環境」などの語から構成されていた。「大変そうだ

けど楽しそうでもある」「自分には向いていないかも」

といった【教職への関心と不安の共存】であった。 

 

3 年生の結果からは，5 つのサブグラフが得られた

（図 2）。 

 1 つ目のサブグラフは，「成長」「良い」「伝える」

「働く」「不安」といった語から構成されていた。「教

員も学びながら成長していく」「今回の講義から教職

という仕事への理解が深まった」といった【学び続け

る教員像と職務理解の深化】であった。 

 2 つ目のサブグラフは，「仕事」「聞ける」「改めて」

「お話」などの語から構成されていた。「先輩の貴重

なお話を聞いて仕事の大変さを認識した」「高校には

色々な生徒がいるのだと改めて感じるきっかけになっ

た」といった【先輩の講話による教育現場の再認識】

であった。 

 3 つ目のサブグラフは，「生徒」「感じる」「先輩」

「楽しい」「聞く」などの語から構成されていた。「先

輩が楽しそうに話をするのを聞くことができた」「教

科指導も大切だが生徒との信頼関係を持つことが大事」

といった【生徒との関係重視の理解】であった。 

 4 つ目のサブグラフは，「教員」「学校」「自分」「教

職」「雰囲気」などの語から構成されていた。「自分

が経験してきた学校イメージは一部分であった」「教

職への理解が深まった」「生徒との信頼関係を築くこ

とが大切」といった【学校イメージの相対化と視野の

広がり】であった。 

5 つ目のサブグラフは，「教育」「関わる」「大人」

「進路」「考える」などの語から構成されていた。「教

育が生徒に与える影響は小さくない」「生徒への関わ

り方 1 つ 1 つが大事」といった【教員が生徒に伴走す

る責任と影響力の理解】であった。 

（文責：金子泰之） 

 

自由記述に対する新任教員からのコメント 高校は

一般に，学力水準や進学実績，地域特性などが異なる。

第 3 著者が生徒として通っていた高校と比べ，現在の

勤務校は学力分布や学校文化の構成が異なる環境であ

る。着任後は，想像以上に多様な生徒指導上の課題に

向き合う場面があり，対応に困難と戸惑いを感じるこ

ともあった。こうした教職 1 年目の実体験を学生にど

こまで伝えるべきか逡巡したが，今回は個人が特定さ

れない範囲で，学生が具体的に学校現場をイメージで

きるように講話を行った。 

なぜなら，私は現在の勤務校での仕事が心から好き

であり，教職への熱意を保ちながら勤務できているか

らである。ありのままの体験を学生と共有することで，

教職の現実と実態を伝えつつ，教職を志す学生を増や

す一助になり得ると考えた。 

 学生からのコメントを拝見すると，ロールモデル効

果として，教職のやりがいを再認識した旨の記述が両

学年から寄せられており，嬉しく感じた。 

特に，「この先生の授業はめちゃくちゃ楽しいのだ

ろうという印象」「生徒との信頼関係ができていると

感じた」という記述から，私が教員という仕事を楽し

んでいることが，学生に伝わったのではないかと受け

止めている。 

 1 年生の「生徒指導上の課題が多い学校に配属され

る可能性を想像していなかった」「就職支援も必要」

「1 年目から部活動の顧問を担当することに驚いた」

といった反応には，新鮮さと驚きが表れていた。教育

学部以外の学生であるため，『教職＝教科指導』とい

う印象が，これまで強かったのだと感じた。 

とはいえ，学生からのコメントには，苦労とやりが

いの両面に対する受け止めが具体的に記述されており，

この点は心強く受け止めている。 

 3 年生の「自分のやりたいことと照らし合わせた結

果，進路・生徒指導中心の仕事とは距離があるため，

教職は選ばない」という記述には率直に驚いた。一方

で，本人の進路選択が具体的なイメージを伴うものと

なったことは尊重したい。 

私は，高い専門性を備え，教職への意欲・関心が強

い学生に教職を選んでほしいと考えており，それぞれ

が自分に合った形で教育に関わる選択をしていくこと

もまた重要である。 

 総じて，本講話は学生に新たな視点と，教職に関す

る具体的な現実感をもたらし，結果として学生が自ら

の進路に向き合う契機になったと考えられる。教職志

望者の増加という観点では賛否があり得るが，各学生

のキャリア意識を前進させたという点で講話の意義は

大きかったと考える。 

 今後も，大学と学校現場をはじめとする多様な機関

の連携により，教職の担い手が着実に育ち，日本の教

育がさらに良くなることを願う。私自身も，その一端

を担えるよう尽力していきたい。 

（文責：堀江隼世） 

 



256 

 

4.考察 

本研究は，開放制教職課程を履修する学生を対象と

し，新規採用教員の講話後に回答したテキストデータ

を分析し，講話がもたらす教職理解および職業意識の

傾向を明らかにすることが目的であった。 

具体的な対象は，教職課程を履修し始めたばかりの

1 年生と，進路選択が現実的になる 3 年生であった。1

年生と 3 年生のテキストデータを比較することで，教

職に対する理解や教員という職業に対する意識が学年

によってどのような違いがあるのかを比較した。 

まず，1 年生と 3 年生の共通点として，身近な先輩

による具体的エピソードは，学生の教職の実態理解を

促進していた。学生は，教科指導にとどまらず進路指

導や生活支援を含む役割の広がりを把握し，生徒との

信頼関係の形成を教職の中核として位置づけていた。

これは，教職を教科指導中心のイメージから，伴走・

支援を含む教育実践へと捉え直したと言える。 

 次に，1 年生と 3 年生の相違点について述べる。1 年

生では，教職に進むことへの不安や，教員という仕事

が大変そうだけど楽しそうでもあるという両義的な解

釈が見られた。教職への関心と不安の併存が顕在化し

ていた。 

一方，3 年生では，学校・生徒の多様性の再認識と

自己の被教育経験の相対化を通して，配属校や生徒の

実態に応じた対応と，教員としての責任や生徒に与え

る影響力の大きさの自覚が強められていた。 

 1 年生においてみられた教職への関心と不安の両義

的な意識は，自身の進路選択行動を始める契機となる。

北村・湯口（2025）は，キャリア探索行動を促進する

ためには，希望自己だけでなく不安自己も重要である

と指摘する。例えば，企業でのインターン等の経験に

より現実を知ることで青年は不安になるが，そこで気

づきを得ることで積極的な職業選択ができるようにな

るということである。 

新任教員による実体験にもとづく講話によって，1

年生が教職を現実的に理解できたことは，これからも

履修が続く教職課程での学習とキャリア形成を具体化

できる通過点になっていると考えられる。 

 教育実習を目前に控えた 3 年生については，講話が

教育実践のイメージをより具体化することに寄与し，

教育実習に向けた構えの形成ができていると考えられ

る。事前指導や事前学習は，教育実習の不安の低減や

教師効力感の向上に資することが報告されている（枝

元・山本，2018；五十嵐ら，2018）。 

新任教員の実例にもとづく語りは，教員の役割理解，

生徒との関係づくり，実習中の観察視点などの実習生

として求められる構えを具体化していく。 

多くの自治体では，教育委員会による教職ガイダン

スや若手教員による PR 動画等の広報活動が行われて

いる（文部科学省，2024b）。それにも一定の意義はあ

ると考えられる。しかし，本学卒業生による講話は，

話し手が受講生と年齢や背景が近く，実体験に基づく

具体的な内容を伝えることができるため，学生が卒業

生の語りを自分ごととして受け止めやすいという強み

があったと考えられる。 

 以上のことから，年齢の近い現職の先輩による講話

は，1 年生には教職課程で学ぶことやキャリア形成行

動を促す効果があり，3 年生には教員の役割理解と教

育実習に向けた実習生として求められる構えの形成を

促す効果があったと考えられる。 

 今後，教職センターは，普通科・総合学科・専門学

科に加え，定時制や通信制等を含む高校の多様な実態

に触れられる機会を設けるとともに，中学校に勤務す

る卒業生の実践も取り上げ，開放制教職課程で学ぶ学

生の教職理解を多面的に深めることを目指していく。 

 最後に本論文の課題を 2 点述べる。 

1 つ目は，本論文中に講話内容の詳細な記述ができ

ていないことと，講話が学生の教職理解に与えた影響

過程の検討が十分にできていない点である。本論文内

では，講話で扱われた個別事例等，講話に関する詳細

な記述は避けた。また，講話に含まれていたどの要素

が，受講学生の認識や感情にどのように作用し，結果

として教職理解や学校現場の認識の変化につながった

のかは明らかにできていない。学生の教職理解に関与

した内容としては，新任教員として初めて担当した授

業経験，部活動指導や校務分掌の担当，その際に見ら

れた生徒の反応や同僚教員との関わり，そして新任教

員としてのそれらの受け止めや感想が関係していると

推測される。今後は，講話内容を，授業，学級経営，

生徒指導・進路指導，校務分掌といったように構造化

して提示するとともに，どの内容が学生の教職理解に

結びつくのかを検討する必要がある。 

2 つ目は，有効回収率が低い点である。本研究の有

効回答は，1 年生 18 名（回収率 32.1%），3 年生 10 名

（回収率 14.5%）であり，特に 3 年生で低かった。こ

のため，回答者に偏りが生じた可能性があり，得られ

た自由記述が 3 年生全体の傾向を反映できていない可

能性が考えられる。改善策としては，授業内での回答

時間の確保等によって回収率を高める工夫が挙げられ

る。なお，3 年生が講話を受講した時期は，教育実習

と教員採用試験を控え，心理的負担や不安が高まりや

すい時期である。この時期における教職課程履修者の

意識を把握することは，教職課程における学生指導の

方向性を検討する上でも重要である。今後は，回収率

を高める工夫を行った上で，学年差を精緻に検討でき

るようにし，教職課程における学生指導に活用してい

くことが課題である。 

（文責：金子泰之） 
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